
暦

人食

街楽
　
未
来
に
向
か
っ
て
果
敢
に「
挑
戦
」し
て
い
く
た
め
に
は
、
多
様
な
主
体

の
交
流
・
連
携
と
人
財
の
活
用
が
必
要
で
す
。

　
市
勢
要
覧
は
、
本
市
の
歴
史
や
風
土
と
と
も
に
、
人
物
や
季
節
、
街
並
み

な
ど
を
紹
介
し
、
本
市
の
魅
力
と
将
来
像
を
存
分
に
お
伝
え
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
要
覧
を
通
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
笠
間
に
魅
力
を
感
じ
、
新
た

な
時
代
へ
、
未
来
に
向
か
っ
て
共
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
笠
間
市
は
、
長
い
歴
史
と
風
土
に
育
ま
れ
た
豊
か
な
文
化
が
あ
り
、
医
療

や
福
祉
、
学
び
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
暮
ら
し
や
す
い
環
境
も
整
っ
た
、
魅
力

の
あ
る
都
市
で
す
。

　
現
在
、
国
全
体
で
人
口
減
少
や
少
子
・
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
ま
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
も
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
本

市
で
は
将
来
像
を「
文
化
交
流
都
市
～
未
来
へ
の
挑
戦
～
」と
し
、「
持
続
可

能
性
の
向
上
」、「
社
会
変
化
へ
の
対
応
強
化
」、 「
D
X
の
加
速
化
」の
3
つ

を
方
針
に
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
克
服
し
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の「
挑
戦
」

を
続
け
て
い
ま
す
。

”文
化
交
流
都
市 

笠
間
“は

  ﹁
未
来
へ
の
挑
戦
﹂を
続
け
て
い
き
ま
す
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